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近年, 卵巣ホルモンの産生分泌に関する研究は著しく盛んとなり, 人及び動物の卵巣静脈血から多数の
ステロイドホルモンが分離固定され, 定量されている｡ それにともなって, 各種性腺刺戟ホルモンの卵巣
に対するステロイドホルモン産生作用が次第に明らかになって来た｡ 本実験は下垂体別出ラッ トにつ い





酔し, 咽頭側部より接近して頭蓋底に歯科用 ドリルで小孔を開け, ガラス毛細管により下垂体を吸収除去
した｡ 下垂体別出1時間後に1側の卵巣静脈にポリエチレンチュ- ブを挿入し静脈血を20分間採集した｡





た｡ 洗源後, 抽出液を乾固し,70%メタノール液を加えた後, -15oC6,000回転で1時間遠沈し脱脂肪を
行った. その後, ステロイ ド成分をメチレンクロライドで逆抽出し, シクロヘキサンー メタノール- 水系
溶媒を用いて下降法ペーパークロマ トグフィーを施行し, クロマ トグラム上の放射性プロゲステロンの局
在をクロマ トスキャンナーを用いて確認した. そして, 放射活性を有する部分を切り出し, メタノールと
水で溶出の後, 溶出液の一定量を水素炎検出器付ガスクロマ トグラフで, 1%-ⅩE-60を液相として,





に, 畢丸問質細胞刺戟ホルモン投与後4倍に, 胎盤性性腺刺戟ホルモン投与後4倍に, および成長ホルモ
ン投与後4倍に, それぞれ投与前に比較して増加した. 一方, 卵胞刺戟ホルモン投与前後におけるプロゲ
ステロン分泌量に差はみられなかった｡ これら刺戟ホルモンのうち, 成長ホルモンにプロゲステロン分泌
冗進作用の認められたことは特に注目に価する｡






集, 採集直後にそれぞれ黄体形成ホルモン (LH)0.8mg, 畢丸間質細胞刺戟ホルモン (ICSH)1.0mg,
卵胞刺激ホルモン (FSH)15Ⅰ.U｡ 胎盤繊毛性性腺刺激ホルモン (HCG)200I.U., 成長ホルモン(GH)
3.0mgを頚静脈に注入,30分後に再び卵巣静脈血を20分間採集した｡
ホルモン投与前後に採集した卵巣静脈血を遠沈し得た血清に回収率検索のため毎回一定量の 3H標識プ
ロゲステロンを添加した後, メチレンクロライドで3回抽乱 抽出液を0･3規定苛性ソーダ, 0.3規定酢
酸, 蒸留水の順序で洗確した｡ 洗液後抽出液を乾固し, 70%メタノール液を加えた後-15oC, 6,000回転
で 1時間遠沈し脱脂肪を行なった｡ その後ステロイド成分をメチレンクロライドで逆抽出し, シクロヘキ
サン, メタノール水系溶媒を用いて下降法ペーパークロマ トグラフィ- を施行し, クロマ トグラム上の放
射性プロゲステロンの局在をクロマ トスキャンナ- を用いて確認した後, 放射活性を有する部分を切り出





丸間質細胞刺激ホルモン, 胎盤性性腺刺激ホルモン, 成長ホルモン投与によってそれぞれ4倍に, それぞ
投与前借に比べて増加したが, 卵胞刺激ホルモンは影響がみられなかった｡ これらのうち成長ホルモンに
プロゲステロン分泌冗進作用のみられたことは注目に値する｡
本論文は学術上有益であって医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
-281-
